



















































































































　 ７ 月 ５ 日 に は 昨 年 一 昨 年 に 引 き 続 き、sun-aid
Eisukeの店主、阿山哲生さんに講師をお願いしました。
今年は、地元で採れた農産物（大根、じゃがいも、
キュウリ、原木栽培の生シイタケ）と、スーパーで
買ってきたそれぞれ同じ食材とを、まずは視覚をさえ
ぎって、触ったり、匂ったり、味わったりして、比較
しました。この比較しながら食べることは、現在の家
庭の食卓に上がる料理が、原体験としての味覚をどれ
ほど継承されているかという日常の食生活への気づき
や反省につながるものになりました。
５．農作�体験�うねうね２��
　４年目に入った農作業体験は、今回はサツマイモと
ハーブに限定し、５月に植え付け、10月に収穫を行な
いました。採れたサツマイモは、座談会「学ぶ原理」
や南山城村「活き生き祭り」の参加者にも振舞われま
した。今回は「自然農」（無農薬・無肥料）の実験と
いうことで、夏には驚くほど雑草が生えましたが、収
量は落ちたもののサツマイモは元気に育ちました。畑
仕事では通りかかった地域の方に鎌の使い方を習うな
ど、思いがけない学びや交流も生まれました。
６．地域生活調査
　８月に同地域の総合的な把握のための第一歩として、
予備的なアンケート調査を童仙房において行いました。
今回は試験的に約20世帯にご協力いただき、地域での
生活についての質問に答えていただきました。今後こ
の調査結果を基に修正を施し、あらためて本格的な調
査を実施する予定です。
７．�人生の創造〜G. Pineau を囲む��セミ
ナー��
　2010年１月にはガストン・ピノー氏（フランス・
ツール大学名誉教授）を迎えて、「ライフヒストリー
と生涯学習」と題して、これまで氏が行ってきたライ
フヒストリーと生涯学習の関係について、氏の経験を
踏まえた講演を行っていただきました。また、24日に
は、哲学の道の探索、25日には学生、院生諸君をまじ
えての生涯学習に関するゼミナールを行ないました。
私たちの地域の活動にも大きな関心を示してくれ、貴
重な示唆をいただきました。
８．夏祭り・秋祭り・活き生き祭り
　地域が主催するお祭りにも学生、院生たちが参加し、
普段なかなか接することの出来ない人たちとの交流を
するなかで、新たな関係の輪が築かれていきます。今
年は童仙房での夏祭りに初めて大学から参加したほか、
野殿・童仙房の秋祭りにも調査に加わりました。大学
院生による「研究開発コロキアム」では、神社祭祀へ
の調査をつうじて、地域における伝統の継承について
知見を深めました。また「出合」（草引き）や「しめ
縄づくり」などの行事に参加することで、日常の地域
の暮らしや思いを知る貴重な機会になりました。
（文責：前平　泰志）
